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 ９日・１０日と JICA の研修員が来校しました。３年生は、１１カ国からきた研修員の方々と

理科の学習を行いました。 

 英語で進む授業の中で、耳をそばだて、しっかり聞いて理解して、先生役の研修員の英語をま

ねしながらコミュニケーションをとる姿は、「さすが！」の一言。磁石の実験でわかったことや

気付いたことをなんとか伝えようと、英語、日本語、ボディランゲージ、絵などを駆使して果敢

に挑戦する３年生。力強かったです。 

 研修員の皆さんは、この日のために、教材研究や模擬授業を行いながら入念に準備してくれ

ました。最後は、みんなが笑顔で達成感を味わっていました。  

 給食も各学級でとることができ、いろいろお話ししたようです。世界が広がる２日間でした。 

 １日の児童公開日、８日の保護者観覧日に向けて、体育館練習をしている１年生に出会いま

した。自分の台詞の順番も把握して、友達のサポートもして、しっかりと練習に励んでいるなあ

と感心していたのですが、振り返りでは、自分たちで改善点を次々と出し合い、次に向けての目

標を立てていました。たくましい１年生です。 

 本番が近くなると焦りも出てきて、できないことばかりに目が行くこともありますが、昨日

の自分よりも「声が大きく出た！」「動きが自然になってきた」「友達のサポートができた」「な

んか違うなと思う点が出てきた」と、変化に気づけることが素晴らしい。どうやったら「よりよ

く」なるか、試行錯誤しながら達成していくその日々を大切にしていきましょう。 


